施設処遇会議　議事録

H19.4.9　13:30～15:00

青山荘地域交流室

　　　　　　　　　出席者：村田I.O.O・長谷部G.O.M・清水G.O.M

小松・佐々木・山田･小笠原・原・山口

（欠席者：千葉C.E.O・江刺家I.O.O・秋山G.O.M・小坂・三浦）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：山口

議題

１：上久保　善郎　様（青山荘入所者様）の処遇について

２：稲垣　ふき　様　（青風荘入所者様）の処遇について

３：村田　昭一　様　（青明舎利用者様）の処遇について

１：上久保　善郎　様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　

　＜問題点＞

1 活動性の低下

介入方法→・毎週金曜日を外出日と決め、必要物品の購入や行政機関利用の利用等を練習する

　　　　　・プログラムや余暇時間に職員が仲介役となり、交流場面を設ける

　　　　　・課題がある部分については、職員と一緒に行う。

2 体重増加

介入方法→・デイケアの休憩時間を利用し運動器具を使用した運動を行っており、毎日の消費カロリーを用紙に記入する

・生活習慣病等をテーマとした学習会を実施するとともに、毎日体重測定を行うことで意識を高める

＜評価＞

活動性低下について、八戸市をあまり知らないことも要因のひとつに考えられるのではないか。その為、周辺環境に馴染むことを目的に散歩を行うことが必要。また、体重10㎏減を目指すのであれば、運動器具や荘内歩行だけではなく、万歩計をつけて積極的に散歩を行う必要があるのではないか。よって、介入方法を再検討すること。

金銭使用の問題については、退所後は自由に金銭を使うことができる。その為、今から賭け事を禁止するか、または一定枠をつくり、その範囲内で行えるよう訓練することが必要。

２：稲垣　ふき　様　（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 夜間覚醒があり、洗顔行為や私物いじりがある

介入方法→・部屋を訪問し、今、何をする時なのか促したり、きちんと睡眠をとらなければ体調を崩す事を説明する。

②身体的訴えや妄想的な訴えが多い

介入方法→・痛みや痒みがある場合には掻いてあげたり、さすったりし、フラフラする時は休息を促したりして十分話や訴えを聞く。

③金銭の収支にしつこくなる

介入方法→・その都度、細かく紙などに書いて順序だてて説明する（スタッフ間で統一した対応をする）。

＜評価＞

　保護者である弟様はじめ、兄弟と本人の触れ合いが全くないことは問題。その為、本人が退所せねばならなくなった場合はどうするか等、本人の今後について兄弟と具体的に話をしていくことが必要。また、問題点について、施設症や障害が要因となっている部分もある。よって、問題点に対し、その場で対処するだけではなく、問題の背景なども探り、掘り下げて考えていくことが、入所者へのサービスとして必要ではないか。

３：村田　昭一　様　（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　

　＜問題点＞

1 生活環境の改善

介入方法→・世話人、青明舎での訪問時に、自室での食事環境について見直し、共有スペースで食事を摂ってもらう。

　　　　　・調理・食事・就寝・生活スペースの区別をつけるような環境整備を話し合う。

2 高血圧症について

介入方法→ ・各関係機関で情報を共有し、本人が高血圧症の自覚を持てるようにする。　

3 日常生活での困ったこと、緊急時になってもひとりで抱え込んでしまう

介入方法→・本人とのかかわりを通して、相談しやすい環境を整える。

　　　　　　・就労状況、生活状況の確認

　　　　　　・本人がストレスを抱えている場合には、ストレス発散方法のアドバイスを行う。　

＜評価＞

　午前は仕事に出かけ、夕方からはナイトケアへ通所している為、GH世話人が訪問する時間帯にGHにおらず、支援がうまくできない状態。本人に対し、声かけだけの支援では改善しないため、職員と一緒に行うなど、具体的な支援が必要である。よって、GH世話人が、本人のいる時間帯（12：00～16：00）に訪問し、一緒に食事作りを行うことも検討する。そして、本人を交えて生活状況を確認・評価する。また、生活保護を受給しているため、パチンコにお金を使わないよう本人に注意すること。
